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4　1231・IMP脳血流シンチにおける分配定数（Vd）を用

　　いた新しい診断法の研究

小田野行男　　高橋　直也　　西原眞美子

酒井　邦夫　　　　　　　　　　　（新潟大・放）

　動脈血中の1231・IMPの時間放射能曲線を標準化して

入力関数Ca（t）を定める．　IMPの動態を2－compart・

ment　mode1で解析するとK1（＝CBF）とk2（＝back

diffusion）の比Kl／k2は分配定数（distribution　volume：

Vd）を表す．初期像と後期像の比（D／E　ratio）とK1の

関係からVdの分布図を作成する．　microsphere　mode1

を用いて個々の症例のKlを求めると自動的にVdが得

られる．この方法をParkinson病とPSPに応用した．

前頭葉皮質のKlは両者とも37±5　m1／1009／minと低

下しており，K1のみでは鑑別できないが，　Vdは

Parkinson病で25土6m1／9，　PSPで35土7m1／9（P＜0．Ol）

となり，両者を明瞭に鑑別することができた．IMPの

初期像と後期像から分配定数（Vd）を算定する方法を開

発した．この診断法は脳の変性疾患の診断に役に立つ．

5．　1251・lomazenil（Ro　16－0154）によるBenzodiazepine

　　Receptor　lmagingに関する研究

　　　小田野行男　　高橋　直也　　酒井　邦夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（新潟大・放）

　砂ネズミを対象に，1251－lomazeni1を静注してin　vivo

autoradiographyを作成し，その経時的な分布と局在を

検討した．静注初期像は脳血流分布を表し，120分以降

の画像が，ベンゾジアゼピン受容体の分布と局在をよく

反映した．1251－Iomazenilは，大脳皮質（特にIV層とVI

層），淡蒼球，海馬，扁桃，視床，視床下部，黒質，小

脳皮質など，ベンゾジアゼピン受容体の局在する部位に

著明に集積した．その集積はflumazen　i　1の前投与によ

り阻害され，リガンドとしての特異性が証明された．

1251－lomazeni1は中枢性のベンゾジアゼピン受容体を特

異的に認識する．1231で標識した1231－Ro　16－Ol54は，

SPECT用放射性リガンドとしての有用性が期待される．

6．Patlak　Plot法を用いた99mTc・HM・PAOによる脳

　　血流測定とMR像の比較検討

　　　池上　　匡　　斉藤　　節

　　　　　　　　　　　　　　（横浜南共済病院・放）

　最近Matsudaらによって報告された99mTc－HM－PAO

を用いた簡便な脳血流定量法（Patlak　Plot法）を，脳の

虚血性疾患を疑われた患者に施行し，同時期に行われた

MR所見と比較検討した．今回脳血流量は，半脳平均脳

血流量とそれを算出する基礎となるbrain　perfusion

index（BPI）により半球全体で評価した．　MR所見によ

り梗塞群と微小梗塞群（1acuna）とに分類すると，微小梗

塞群の血流は正常者と同等であった．梗塞群は微小梗塞

群よりも有意に血流が低下していた，また梗塞群での健

側の血流量は，患側に比べると若干高いものの，微小梗

塞群や正常者との比較では有意に低値を示した．各群と

もに，70歳以上と以下の2つのグループに分けると，

年齢による有意な差が観察された．

7．副腎macronodular　hyperplasiaの2症例

藤井　博史

小須田　茂

横山　邦彦

鈴木　謙三

　　　　（都立駒込病院・放診）

草野　正一　　　（防衛医大・放）

　　　　（静岡赤十字病院・放）

　副腎のmacronodular　hyperplasiaは，両側副腎の結

節状過形成を示す稀な疾患である．今回，典型的な

Cushing症候群の症状を呈さなかった2症例を経験した

ので，核医学検査を含めた画像検査を供覧する．

　2症例ともに1311－adostero1副腎皮質シンチグラフィ

で両側副腎にRI集積の増強を認めた．また，　CTや

MRIでは，両側副腎の肉眼的に明らかな結節状の腫大

を示した．

　1例は，両側副腎を摘出し，組織学的に過形成が確認

された．

　他の1例は，副腎静脈造影で，過形成が示唆された．

　内分泌学的には，両症例ともに，ACTHの上昇は認

められず，明らかなCushing症候群の症状を示さなか

った．

　ACTHが高値を示さず，1311－adostero1副腎皮質シンチ

グラフィで両側腫大像が認められる場合，macronodular

hyperplasiaは，鑑別診断として注意すべき疾患である．
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